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　　 ①エンジンの周辺やマフラーパイプの近くには
　　　　可燃物を置かない。

　　②車両の上の可燃ゴミは火災の要因となるので
　　　　適宜取り除く。

　　③荷箱の合板が剝離している場合は速やかに
　　　　修理を行う。

　　①車両キャビン後ろに堆積したゴミが、エンジン
　　　　からの熱により発火した。

　　②車両に可燃性のゴミが溜まったままとなって
　　　　いた。

　　③長期使用車で、荷箱鳥居下合板が経年劣化
　　　　により剝離し、引火しやすい状態にあった。

道路走行中に、車両キャビン後部カバー内より発火した。

発生状況 原　　因

車両上に堆積したゴミより発火
安全にご使用
いただくために

対　　策


